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盛岡市渋民出身の歌人。

淡路丸

盛岡市本宮出身の内閣総理大臣
を務めた政治家。岩手公園の開園
に際しては南部家と岩手県との
家政顧問を務めた。岩手県立図書
館の設置に尽力するが、完成を
見ずに暗殺された。旧図書館前に
「戊辰戦争殉難者五十年祭」の際
の祭文を記した顕彰碑が建つ。

安政3年（1856）3月15日～
　大正10年（1921）11月4日

天分15年（1546）3月1日～
　慶長4年（1599）10月5日

文久2年（1862）9月1日～
　昭和8年（1933）10月15日

明治19年（1886）2月20日～
　明治45年（1912）4月13日

明治28年（1895）9月25日～
　昭和49年（1974）

明治29年（1896）8月27日～
　昭和8年（1933）9月21日

盛岡城は、要害の地である北上川と中津川の合流
地点に位置した丘陵地を利用して築かれた城で、盛岡
南部氏20万石の居城でした。初代盛岡藩主南部信直
（なんぶのぶなお：南部家26代当主）が1597(慶長２）
年に鋤初め（すきはじめ）、豊臣秀吉から築城普請の許
可を得たとされる翌1598（慶長３）年から貞亨年間
（期）の第３期にわたり築城工事が進められました。
慶長年間（期）に始まる第１期は、当地が「不来方（こ

ずかた）」と呼ばれていた時代にこの辺りを治めていた
福士氏の館の堀を埋め、平坦地を拡張して築かれまし
た。本丸・ニノ丸の一部には石垣が積まれ、瓦葺きの櫓
（やぐら）や門などもありましたが、中腹の淡路丸やニ
ノ丸西側・三ノ丸などは土手のままで、周囲に木柵が
廻っていました。三ノ丸・淡路丸が石垣になるのは盛
岡城の元和年間（期）の第２期の段階で、このとき本丸
石垣も積み直され、双鶴（向鶴）紋の瓦が葺かれます。
しかし間もなく、本丸内の建物は落雷で焼失してしま
います。本丸は1674（延宝２）年から再建が始まり、こ
れに伴い、ニノ丸西側も北上川の川筋が切り替えられ、
1686(貞享３）年にかけて高い石垣が築かれます。こ
れが貞亨年間（期）第３期で、この時期の三階櫓などに
は、赤い瓦が葺かれるようになります。
その後も、盛岡城内は、本丸を中心として幾度にも
渡る拡張が行われ、本丸西側に聖長楼と呼ばれる三
階建ての御座所を設けるなど、他にはあまり例のない
複雑な構造の城となり、幕末を迎えます。 
明治維新により、盛岡城は兵部省（のち陸軍省）の所
管となりました。城内の建物も一時期保存が検討され
ましたが、荒廃が進み維持が困難なことから廃城とな
り、1874（明治７）年にほとんどが取り壊されてしまい
ました。その後、城跡は1890（明治23）年に南部家に
払い下げられましたが、1906（明治39）年に岩手県が
南部家から30年間の無償貸与を受け、城跡を中心に
公園として整備を開始しました。公園設計は、秋田市
の千秋公園など全国各地の公園や庭園の設計を手が
けた長岡安平（ながおかやすへい）があたり、同年９月
15日 に『岩手公園』として開園しました。
1934（昭和９）年に、岩手県から管理を移管された
盛岡市は南部家から敷地を買い取り、1937（昭和12）
年には東北随一の美しい石垣の残る城跡として、国指
定史跡となりました。1956（昭和31)年には芝生広場
の整備にも着手し、2006年（平成18）年には岩手公園
に「盛岡城跡公園」愛称をつけました。現在では、風格
ある石垣とともに様々な花木が四季を彩る都市公園
として、イベント・レクリエーション・憩いの場として広
く市民に親しまれています。

盛岡城は、その石垣の美しさで2006（平成18）年２
月に「日本100名城」（（財）日本城郭協会）に選定され
ています。
石垣の積み石は遠方から運ぶことなく、すべ て近隣
産の花崗岩を用いていることも特徴のひとつです。
一般的に、石垣に使う石の加工方法と積み方には、

自然石をそのまま使う「野面石乱積」、割石の表面を叩
き平らにして積む「乱積又は乱層積。布積又は整層積」、
の２種類があります（ガイドマップ右上の図を参照）。
盛岡城の石垣で一番多いのは乱積又は乱層積。布積
又は整層積です。積み方も、不揃いに積む「布崩積・割
石乱積」と、横の目を揃えて積む「割石布積」の両方が
使われています。
全国でも盛岡城にしか見られない「積み石を補修し

た痕跡」など、見どころがたくさんあります。
四百年近くの長い間風雪に耐え、美しく重厚なたた

ずまいを見せている盛岡城の石垣ですが近年傷みが
目立ちはじめ、崩れる心配も出てきました。そこで、盛
岡市は石垣の詳しい調査を行い、総面積約16,200平
方メートルのうち、傷みが著しい約5,000平方メートル
を解体修復する事業を1984（昭和59）年から行って
います。

「岩手公園西北面上り口」・岩手公園が開園した際の絵葉書
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盛岡城跡公園
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日本の
都市公園
100選碑

下ノ橋擬宝珠下ノ橋擬宝珠

石垣普請奉行銘
［宝永二年・1705］

史跡・標識

堀切を橋でつなぐ例は高知城など
いくつかあるんだ。

石垣の崩壊を防ぐための石積みなんだ。

平成7年に姉妹都市10周年で
カナダ・ビクトリア市から贈られた
トーテムポールだよ。

二ノ丸南東部のエドヒガン・コウヤマ
キ・イチイ，榊山稲荷曲輪のエドヒガ
ンも江戸時代からの樹木だよ。

隅角にある三角錐の石積みの
石垣の補修痕跡だよ。

彦蔵は移築されたんだよ。

大坂の陣の後、徳川家康から利直が虎子二疋を拝領。外曲輪に虎篭（一説
には御鷹部屋）で飼っていたが，脱走して下ノ橋から川原小路に逃げたた
め討ち取り，皮を剥いで骨は米内蔵前向の柵の側に石をのせてうめた。

南側から盛岡城を見ると、天守と大櫓で
五層建ての建物に見えたらしいよ。

綱門の木材で作られたと伝えられている。

盛岡城内曲輪の入口はここだよ。

江戸の盛岡藩邸にあったお地蔵さんだよ。

二代南部利直が大坂夏の陣に船で出陣した
といわれる船着き場だよ。

昭和57年に解体された。

慶長16年銘が入っていて、
盛岡市の指定文化財なんだ。

烏帽子の形をした大きな転石なんだよ。

この鐘は秋頃と大晦日の除夜の
鐘で鳴らされるんだよ。

100250

大櫓跡の下の石垣は迫力満点！

　木歌碑から盛岡中学跡（岩手銀行本店）が見えます。
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。

　高木のケヤキ・トチノキ・ユリノキが目立つが，中・高木の本数
ではイロハモミジなど約290本，サクラ約250本，アカマツ約110
本，ウメ約100本，ケヤキ40本，カエデなど約40本，トチノキ34本。
低木ではドウダンツツジ300本，リュウキュウツツジ約230本，サツ
キ約200本，ツツジ約180本，ニシキギ約100本。
　盛岡固有の樹種，地方色の濃いものなど珍しい樹種として
は，シダレカツラ・ケンポナシ・センノキ・エゾユズリハ・ザイフリボ
ク・キハダ・クマノミズキなどがあげられます。
　淡路丸から帯曲輪にかけてのサクラ林は，ソメイヨシノ・エドヒ
ガン・ヤエベニシダレなど約250本，帯曲輪のウメ林は，ウメ・シダレ
ウメ・ツキカゲシダレ･フジボタンシダレなど約100本があります。

三ノ丸
多目的広場
二ノ丸
二ノ丸
本丸
本丸
淡路丸
帯曲輪

古い城郭に多い、ほとんど加工しな
い自然石を積み上げる技法。間に間
詰石という小石を詰めて安定する。

整形された石を積み上げる技法。石
の並びが不規則な乱積（らんづみ）
と、図のように横目地が通る布積（ぬ
のづみ）がある。


